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氏名 加藤　岳大 男 1977年3月10日 47 歳

勤務先名

会員番号 33164 市町村 枝幸町 道北地区支部

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者　１ 佐藤　雅幸 会員番号 4304 道北地区支部

推薦理由

推薦者　２ 北村　満広 会員番号 33582 道北地区支部

推薦理由

推薦者　３ 渡邊　建司 会員番号 26301 道北地区支部

推薦理由

　私は加藤岳大さんを推薦いたします。
　加藤さんは、現在道北地区支部の幹事として研修等も積極的に受講、運営に携わり、活躍されてい
ます。特に、ケアプラン点検事業の担当として、委託元の行政との窓口となり、実際の事業運営や事
前の講師調整などに取り組んでおります。
　また、実習指導者委員会の委員として、今後の社会福祉士会を支える人材の育成に興味関心を持た
れ、熱心に活動されてきました。
　さらに、大学院でもソーシャルワークを学ばれ、今後は北海道のソーシャルワークを牽引する人材
として、期待されております。
　居住されている宗谷管内は、会員が少ない地域ですが、北海道全域を範囲とする北海道社会福祉士
会の理事として、北海道津々浦々にソーシャルワークを広げていくために活躍していただきたいと考
えております。

(株)福祉の萬屋　傍楽　フクシノヨロズヤ　ハタラク

2017年　北海道社会福祉士道北地区支部　幹事
2021年　北海道社会福祉士会実習指導者委員会委員

　これまで、北海道社会福祉士会の先輩、後輩、仲間たちに支えられた17年間だと振り返っていま
す。
　私はこの17年間で北海道社会福祉士会、道北地区支部も大きく進化したように思います。Facebook
やLINEでの情報発信、オンライン(zoom)を用いての研修、一方でこれまでの対面での研修、マンガで
の社会福祉士の魅力発信、メールでの情報交換もアクセスの良さにつながっており、先駆者の成果で
す。私は情熱を継承し、抱負をあげます。
抱負１：世代を超えて地域を超えてアクセスしやすい北海道社会福祉士会の仕組みづくり
抱負２：先輩方を巻き込んで気軽にグループスーパービジョンが行える体制づくり
以上のことを皆様と考えていきたくお力をお借りしたいと存じます。

加藤さんは、現在道北地区支部において役員を務められており、積極的に事業にかかわって
いただいています。道北でも宗谷管内の数少ない会員として尽力いただいているところで
す。また、自ら前職の社会福祉協議会の職を辞して、起業され、現在(株)福祉の萬屋傍楽
（はたらく）の社名で、成年後見制度の受任、利用相談、成年後見制度の普及・啓発、労働
環境に係るマネジメントや各種サポート業務を地域の中で展開しております。さらに、行政
書士として事務所を開設し業務を行っており、今後の地域共生社会の発展に寄与していただ
ける人材であり、ぜひともその手腕を道北地区支部だけにとどめず、地方の課題の解消のた
めに北海道の役員として活躍頂きたくここにご推薦いたします。

　私は加藤岳大さんを北海道社会福祉士会理事として推薦致します。
　加藤さんは宗谷管内の枝幸町にて、自身の信念で独立型社会福祉士として開業し、地域の福祉サー
ビスだけでは対応が難しいケースにも、柔軟にソーシャルワーク実践を行っています。
　また、現在は道北地区支部の幹事、現場実習指導者研修委員会の委員としての役割も担い、会の活
動にて第一線で活躍する仲間でもあります。
　多忙な状況の中、大学院でも勉強され、今後は実践者としてはもちろん、人材の育成と養成を担っ
ていく存在であると思います。
　加藤さんの実践を間近でみてきたものとして、自信をもって加藤岳大さんを会員理事として推薦さ
せていただきます。


